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昨年秋に、いつもの仲間と４回目のヒマラヤトレッキングに行ってきた。
今回は日本人が初登頂した、世界で８番目のマナスル（8163m）を中心とする

山を見に行く（3700m辺りの峰から）ことにした。
標高差3000mを４日間かけて登る。ルートはところどころに農家、羊飼いがいる

だけの山の中であるが、道は険しいながらも生活道路として石道が整備されてい
る。
６泊７日のテント生活だ。朝シェルパ・スタッフ達の炊事の音で目を覚まし、テン

トから外へ出ると薄明かりの中にヒマラヤのパノラマが広がる。あと２０、３０分のうち
に地球で最も美しい瞬間が訪れる。海辺でもどこでも朝日や夕日の瞬間は素晴ら
しいものだが、 ヒマラヤ山麓で迎える朝、夕ほど美しい瞬間はない。

温かいモーニングティーに続いて洗面器に入れたお湯が配られ、顔を洗う。食
事中にテントが畳まれ、我々の荷物と一緒にポーター達が先に今晩のテント地に
向けて出発する。我々はデイバッグに雨具、飲み水、嗜好品、カメラだけを入れ
てゆっくりと登って行く。菜の花が咲き、収穫期の田んぼを過ぎると蝉が鳴いてお
り、1700m辺りでは ヒマラヤ桜が咲い
ている。（季節感が 違う）

行動中は半袖で 過ごせるが、陽が
落ちると急激に冷 え、3500m付近で
は雹や雪が降る。 夜中は羽毛のジャ
ンパーを着て湯た んぽを入れてもらっ
てシュラフにもぐる。

登り口からは小さ く見えていたマナス
ル山群は登る程に 大きくなり、急登を
勇気づけてくれる。 そしてついに3700
mの峰からはマナス ル三山の大パノラ
マが展望でき感動した。（写真）
思わず「この眺めがあるから来たのだ」と独り言。

中央奥の尖った山がマナスル、続いて右がピーク２９、右端がヒマルチュリ

日本の野山も四季折々に素晴らしい景色を楽しめるが、ネパール・ヒマラヤま
で行くと、雪をかぶった8,000m級の山、碧い空、珍しい木・花・鳥、夜は零れ落ち
そうに見える星を見ることができる。高峰を眺めながら歩く醍醐味は日本では体験
できない。

フィットネスクラブのお陰だと健康に感謝すると共に、気力・体力・財力の続く限
り、トレッキングを楽しもうと思っている。
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憶
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れ
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。

こ
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大
師
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昔
こ
の
あ
た
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法
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師
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岸
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「
さ
ぞ
か
し
お
困
り
で
あ
ろ
う
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が
お
祈
り
し
て
水
源
を
探
し

て
あ
げ
よ
う
」
と
持
っ
た
杖
を
立
て
お
祈
り
を
し
た
と
こ
ろ
そ

の
杖
の
先
か
ら
コ
ン
コ
ン
と
清
水
が
湧
き
出
し
た
の
を
見
て
び
っ

く
り
し
た
村
人
が
こ
の
ボ
ロ
を
纏
っ
た
お
坊
さ
ん
が
弘
法
大
師

と
知
り
さ
ら
に
驚
き
手
厚
く
お
接
待
し
も
て
な
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
そ
の
清
水
を
大
事
に
生
活
用
水
と
し
て
利
用
し
そ
の
後
村

人
達
が
清
水
が
湧
き
出
た
淵
の
横
に
大
師
の
恩
に
感
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し
大
師

堂
を
建
立
し
て
お
祀
り
し
た
も
の
で
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有
志
で
大
師
講
を
組
織

し
今
で
も
毎
月
二
十
日
に
講
員
が
集
ま
り
お
祀
り
し
て
い
る
そ

う
で
、
取
材
で
お
参
り
し
た
際
に
出
会
っ
た
講
の
ご
婦
人
に
尋

ね
た
と
こ
ろ
「
お
大
師
さ
ん
の
日
は
二
十
一
日
や
の
に
何
時
か

ら
二
十
日
に
な
っ
た
ん
か
判
ら
ん
け
ど
四
月
二
十
日
に
は
年
に

一
度
の
大
祭
が
あ
る
の
で
そ
の
折
に
ま
た
お
参
り
し
て
」
と
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わ
れ
昔
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こ
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清
水
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淵
か
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溢
れ
流
れ
出
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段
々
に
三
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畳
一
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き
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大
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枠
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通
し
上
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は
お
米
や

野
菜
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い
、
中
で
は
取
れ
た
魚
を
料
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し
、
下
で
は
子
供
の

お
む
つ
や
洗
濯
物
を
洗
い
海
に
流
し
て
い
た
と
教
え
ら
れ
た
。

私
が
子
供
の
頃
親
に
連
れ
ら
れ
お
参
り
し
た
と
き
の
記
憶
で

は
清
水
の
淵
一
帯
は
大
き
な
松
の
木
や

椿
の
木
が
生
い
繁
り
澄
み
切
っ
た
き
れ

い
な
水
が
満
々
と
溢
れ
て
い
て
、
境
内

に
は
た
く
さ
ん
の
お
地
蔵
さ
ん
が
祭
ら

れ
て
い
た
が
こ
れ
も
今
は
一
箇
所
に
集

め
て
合
祀
さ
れ
そ
の
一
つ
に
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が
石
に

巻
き
つ
い
た
彫
刻
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あ
る
石
塔
に
は
年
号
が
寛
政
庚

申
秋
八

か
の
え

月
と
あ
る
こ
と
か
ら
今
か
ら
二
百
九
年
前
の
江
戸
時
代
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
淵
も
今
で
は
石
で
蓋
が
さ
れ
湧

き
出
た
水
は
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
ら
れ
て
い
て
近
隣
の
方
々
が

霊
水
と
し
て
汲
み
に
こ
ら
れ
て
い
た
。
今
で
も
少
量
だ
が
溢
れ

出
た
水
の
洗
濯
場
は
正
面
入
口
入
っ
た
右
側
に
移
設
さ
れ
一
つ

だ
け
そ
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

前田 暢子さん

阪南市主催の「みんなのスポーツ祭」のグラウンド・ゴルフの部に
フイットネスクラブから５名参加しました。惜しくも入賞を逸しま
したが、ゲーム終盤にはホールインワンをねらわねばならない状態
になり”これしかない！”とばかりに思い切りの打撃の連続でした。
秋空の下皆一生懸命に頑張り本当に楽しい一日でした。

「グラウンド・ゴルフ」とは
グラウンド・ゴルフは昭和５７年に鳥取県泊村が文部省の生涯スポー

ツ推進事業の一環として開発研究し誕生したゴルフをアレンジした
スポーツです。
「いつでも、だれでも、どこでも、」がスローガンのように場所を

限定せずルールも簡単なため子供から高齢者まで幅広く普及されて
います。

「
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
」

に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か

ら
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
の
試
合
に

ペ
ア
の
大
脇
さ
ん
と
参
加
し
ま

し
た
。

試
合
に
勝
ち
進
む
に
つ
れ
調

子
は
あ
が
る
の
で
す
が
各
試
合

と
も
ジ
ュ
ー
ス
が
何
回
も
続
き
、

体
力
は
つ
い
て
こ
な
く
な
り
、

後
半
は
「
早
く
試
合
が
終
わ
ら

な
い
か
な
あ
。
」
と
思
い
な
が

ら
の
試
合
で
し
た
。

そ
れ
で
も
前
衛
の
大
脇
さ
ん

の
大
活
躍
で
何
と
か
勝
ち
進
む

こ
と
が
で
き
、
三
度
目
の
参
加

で
初
め
て
三
位
入
賞
の
好
成
績

を
得
ら
れ
、
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
熱
い
声
援

本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熱
い
声
援
を
頂
い
て

岡
田

久
和
さ
ん

会
長

黒
瀬

義
雄
さ
ん

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

初
春
を
ご
家
族
の
皆
様
共
々
、
元
気
で
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

思
え
ば
、
一
九
九
九
年
七
月
「
阪
南
市
ト
ー

タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
、

当
初
八
十
数
名
の
会
員
が
今
で
は
約
百
三
十

名
と
な
り
ま
し
た
。

今
日
迄
に
会
員
の
皆
さ
ま
が
会
員
相
互
の

交
流
と
親
睦
を
深
め
、
健
康
づ
く
り
と
体
力

づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
コ
ツ
コ
ツ
」
と
行
事
を
重

ね
、
今
年
七
月
に
は
十
年
目

と
い
う
節
目
を
無
事
に
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
ひ
と
え
に
「
阪
南

市
ト
ー
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
」
本
体
の
通
常
行
事

に
加
え
、
当
ク
ラ
ブ
の
特
徴

で
あ
る
「
ク
ラ
ブ
内
ク
ラ
ブ
」

（
ハ

ー
モ
ニ
カ
ク

ラ
ブ
・

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
・
詩

吟
健
康
ク
ラ
ブ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
の
存
在
で
あ

り
、
そ
の
運
営
を
活
発
に
計
画
・
実
行
さ
れ

て
い
る
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

「
阪
南
市
ト
ー
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
」
本
体
と
、
ク
ラ
ブ
内
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

相
ま
っ
て
、
今
後
、
新
し
い
ク
ラ
ブ
結
成
も

含
め
、
今
ま
で
と
同
様
に
「
コ
ツ
コ
ツ
」
と

行
事
を
重
ね
る
こ
と
で
、
七
月
の
十
周
年
を

始
め
と
し
、
十
五
年
、
二
十
年
と
末
永
く
継

続
で
き
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
が

会
員
の
皆
様
方
に
と
り
、
幸
多
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
願
い
た
し
ま
す
。

阪南市
トータルフィットネス

クラブ

072-425-6001

http://www.
htfc.ecnet.jp

htfc@cyber.

ocn.ne.jp

発行責任者

黒瀬 義雄

題 字

秋田 久子

ゴルフクラブは平成１３年９月に発足した。当初のクラブの練習はユキカゼゴルフ

場で行っていたが、最近では平野台ゴルフ場に変わった。参加者はその日によって

大勢の時もあるが少人数の時もある。練習にくる方は上手くなろうという姿勢が見られ

るのが非常に嬉しい。練習が終わると隣の平野台の喫茶店でその日の成果と反省

を兼ねた話題（その他の話題もあるが）で和気あいあいの雰囲気で楽しく盛り上がっ

ています。

なお、ゴルフコンペは２ヶ月に１回で最近では本コースに行く事が多くなった。例を

上げれば岬カントリークラブ、紀の国カントリー倶楽部、小倉カントリー倶楽部、紀南カ

ントリークラブ、有馬富士カントリークラブ等いろんな所で行っている。皆さん自分の

ベストスコアー目指して頑張っています。また、新年会や懇親会を行って親睦を図っ

ている。

最後にゴルフクラブも８年目を迎え皆さんのやる気と向上心が顕著に出てきた事

は私にとって非常に嬉しい事で、ゴルフクラブがますます発展することを期待していま

ゴルフクラブの発足と近況について 中川 武彦さん

２００９年初春を迎えて
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「ヨーシ！ヤッター！・・・」2008
年8月21日ＴＶ解説の宇津木さんの歓喜

の声でした。あの北京での「上野の413

球」「北島の連覇」「朝原の悲願」・・
これらの光景が08年私の最初のＫ「感

動」でした。 次のＫは9月21日 所属

クラブＷＣ（トイレではありません
ウォークです）メンバーでの行事 蜻蛉

池公園までの行軍でした。昼食時の笑

顔もつかの間突然の雷雲来襲 集中豪
雨 悲鳴錯乱変化対応 相互扶助 ず

ぶ濡れ仲間への労わり クラブ会員の

仲間意識 心身熟した「輝き」があり
久しぶりに「日常五心」を思い出しそ

の人間模様に「感激」しました。そし

て全員無事帰還しました。私もこの
「輝き軍団」のクラブ員であることを

誇りにしたいと思います。2008年 世

相漢字一文字は「変」と決定されまし
たがこのクラブを一文字で表わすなら

ば私は「輝」だと思います。

3つめのＫは やはり「感謝」です。60
歳代のキーワードは「感謝」だそうで

す。［右欄参照]

4月に先輩の紹介で本クラブに入会さ
せていただき約9ヶ月経過しました。多

くの諸先輩クラブ会員から訓えをいた

だきながら「今ここに自分が居る」こ
のことこそがまずは「感謝」だと思い

ます。みなさんはいかがでしょうか。

中国古典に「一張一弛」（イッチョ
ウイッシ）という言葉があります。私

はこの言葉が好きで仕事上でも論じて

きました。簡単に言えば「緊張とリラッ
クス」その繰り返しです。私なりに置

き換えれば「リズム・バランス・タイ

ミング」でしょうか。「人生3万日」今
私は22,000日を超えました。あと残り

の日々を「生涯現役」消化試合ではな

く毎日がワクワク毎日がドキドキとき
めきと感動を「一張一弛のリズム」で

楽しみたいものです。（みなさんも現

役選手ですよ）
さて 世の中 暗雲・千変万化のお

り 私の08年はあえて「感動・感激・

感謝」の3Kとして結んでみました。今
の社会・政治・経済は 語るに及ばず

ですね。せめて「明るさ」を本クラブ

活動を通じて創造していきましょう。
（参考）

ご存知ですか「夫婦のキーワード」

それではＨＴＦＣクラブ会員のみな

さん 09年は丑の如く「忍耐強く 堅
実」に進みましょう！

青春１８切符を使って近畿の巨木、古木を見に行こうとい

うプロジェクトに参加して、若狭湾への旅にいってきました。

なにせ日帰りですから、大阪駅朝7：11発福知山線に乗車

して舞鶴から東小浜へ。そこで若狭姫神社の千年杉を見てす

ぐに東小浜駅を敦賀へむけて乗車。敦賀⇒近江塩津⇒高月

（琵琶湖の東岸）で下車。八幡神社の大けやきをみて高月⇒

京都⇒大阪と帰ってきました。下車駅ではなるべく多くの巨

木、古木を見るのが約束ごとでこの日16.6Ｋｍ歩きました。

なんともハードな旅ですが安い旅費でその土地の名物が食べ

られたくさんのところを観光できる有意義な１日でした。ち

なみにこの日の大阪着は20：15でした。あなたもシニア時代

の青春を楽しんでみませんか？

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代

愛情 努力 忍耐 諦め 感謝

まつもときよこさん

ゴールはココですよ！

「
今
年
の
駅
伝
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
も
う
用
意
し
て
い
る
か
ら

ね
！
」
と
前
田
の
お
父
チ
ャ
ン
か
ら
宣
言
が
あ
っ
た
の
が
九
月
早
々
、

こ
こ
数
年
の
恒
例
に
な
っ
た
駅
伝
準
備
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。中

川
さ
ん
は
秋
祭
り
前
か
ら
の
や
ぐ
ら
走
路
の
走
り
込
み
を
酒

の
誘
い
ま
で
断
り
延
べ
三
ヶ
月
、
本
村
さ
ん
と
私
は
そ
れ
ぞ
れ
光

陽
台
の
き
つ
い
坂
道
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
約
二
ヶ
月
前
か
ら
ぼ
ち
ぼ
ち

と
、
前
田
さ
ん
は
後
で
聞
く
と
何
と
週
に
四
回
以
上
の
二
・
五
㎞

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
年
中
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

さ
て
十
一
月
二
四
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
当
日
、
桑
畑
グ
ラ
ン

ド
に
Ｈ
Ｔ
Ｆ
Ｃ
ミ
ニ
ー
マ
ウ
ス
チ
ー
ム
は
、
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
と

デ
イ
ジ
ー
ダ
ッ
ク
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
頭
に
青
と
赤
の
ア
フ
ロ
へ
ヤ
ー

ピ
ー
ス
の
仮
装
で
颯
爽
の
登
場
。
四
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
囲
み
二
十

名
も
の
応
援
団
に
よ
る
仮
装
品
評
、
応
援
グ
ッ
ズ
の
準
備
や
記
念

撮
影
で
駅
伝
前
に
雨
や
寒
さ
を
忘
れ
て
の
盛
り
上
が
り
。

ス
タ
ー
ト
時
は
雨
も
止
み
走
る
の
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
肌
寒
さ
。

応
援
団
の
揃
い
の
ミ
ッ
キ
ー
帽
に
ミ
ッ
キ
ー
・
ミ
ニ
ー
人
形
の

声
援
の
中
、
第
一
走
者
の
中
川
さ
ん
グ
ラ
ン
ド
二
週
の
後
山
側
コ
ー

ス
に
向
い
最
長
区
間
を
十
四
分
を
切
る
激
走
、
第
二
走
者
の
本
村

さ
ん
海
側
コ
ー
ス
を
い
つ
も
の
ペ
ー
ス
で
快
走
、
第
三
走
者
の
私

は
山
側
コ
ー
ス
を
走
り
途
中
か
ら
降
り
出
し
た
雨
の
中
何
と
か
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
ア
ン
カ
ー
前
田
さ
ん
海
側
コ
ー
ス
を
途
中
Ｈ
Ｔ

Ｆ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
伴
走
者
に
勇
気
付
け
ら
れ
最
後
は
歓
声
の
中
余

裕
の
ゴ
ー
ル
イ
ン
で
、
十
㎞
を
合
計
タ
イ
ム
六
四
分
五
四
秒
で
の

完
走
と
な
っ
た
。

今
年
も
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
賞
を
も
ら
い
、

色
も
鮮
や
か
な
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
準
備
し

て
く
れ
た
前
田
の
お

母
チ
ャ
ン
に
感
謝
。

応
援
団
の
ね
ぎ
ら
い
、

来
年
の
挑
戦
宣
言
の

中
、
無
事
に
駅
伝
は

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

雨
で
寒
い
中
、
多
数
の
皆
さ
ん
応
援
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
Ｈ
Ｔ
Ｆ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の

方
々
も
ご
苦
労
様
で
し
た
。

当
日
晩
の
イ
ン
タ
‐
ネ
ッ
ト
Ｈ
Ｔ
Ｆ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
三
六
号
に
は

四
人
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
姿
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
手
際
よ
さ

に
驚
く
と
と
も
に
御
礼
。
来
年
は
是
非
多
チ
ー
ム
参
加
し
、
仮
装

で
駅
伝
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

鳥
山

明
夫
さ
ん

１１月１５日（土）バスツアーでなばなの里へ。
７：３０に出発ということでしたが、嬉しい事に今年は昼食付きというので朝もゆったりとし

た気分で家を出ました。
道中の車窓外に映る銀杏の黄、かえでやうるしの紅、深まりゆく秋の景色を楽しんでいるうち

に目的地に到着。
長島ビール園にて昼食タ イム。各テーブル毎に生

ビールで乾杯。さっそく喉 を潤し、かまめし御膳に
舌鼓を打ちながらおしゃべ りに花を咲かせての楽し
いランチとなりました。
２７００坪の巨大温室 「べゴニアガーデン」に

は世界各国から集められた 数百種、１万２千株の
「べゴニア」が鮮やかに咲 き誇り、その美しさに一
同歓声を上げつつ園内を散 策しました。庭園には他
にもバラ園、コスモス園も あり、夜にはイルミネー
ションも点灯するそうです。 そして足湯の場では皆さ
ん、ＦＣで鍛えた（？）見 事に引き締まった足をひ
ざまでひたすとホカホカ気 分でもう最高。

帰りは程よい疲れにうとうとしたり、きみまろの毒舌中高年のテープにうなずいたり大笑い
したり･･･昔を思い出したりしているうちに無事体育館へ到着。お世話くださった役員の皆様、

ばあばさん

阪南市舞に移り住んで３０年余りになりますが
ずっと続けている事があります。
年一回だけの昔ながらの餅つきです。

こだわりがあって餅つきは３０日で鏡餅は自分で
ついて自分で作っています。（主人が・・・）
ここ２，３年は、有り難い事に孫が手伝ってく

れておおいに助かっています。
今年もいい餅つきが出来ます様に元気でがんばり
ます。

それでも年と共に疲れます。

いつまでできるかな？ 永田 光子さん

初
暦

未
来
へ
一
歩
踏
み
出
せ
リ

伝
統
の

組
重
ま
も
り

こ
と
ほ
ぎ
ぬ

薄
倖
の

夢
二
描
き
し
春
隣

上
野

恭
子
さ
ん

初
春
の
箱
根
駅
伝
ド
ラ
マ
あ
り

ぬ
き
つ
ぬ
か
れ
つ
感
動
の
ゴ
ー
ル

熱
帯
魚

可
憐
な
動
き
に

い
や
さ
れ
る

Ｔ
・
Ｈ
さ
ん

俳
句
・
川
柳
・
短
歌

戎 孝一郎 さん

平成１７年の春、光陽
台で夕刊を配っていた友
達が、門の所で瀕死の
状態で落ちていた子雀を

拾って、私に育ててくれるようにと頼まれた。翌日は
婦人会の慰安旅行で、自分で食べることの出来な
い子雀に困ってしまった。放っておくと死んでしまう･･･
仕方なく当日は「子雀」持参で旅行に参加。１時
間おきにエサをやりながらの旅行となった。
あれから４年、今では我が家に居なくてはならな

い存在になっている。夜はカゴから出して自由に飛
ばしてやる。飛び回りながら頭の上や肩にとまり、横
になってテレビを見ていると首の所に入り込み一緒
に寝る。
人を見分けるらしく、よその人や孫が来ると巣に

入ったまま出て来ない。
ピーちゃんは女の子だったようで２年目からは卵を

産むようになった。無精卵で黄身がとてもきれいだ。
今年も元気で卵を産むかな？今も肩にとまって

羽づくろいをしている。

田原 幸子さん

《 新年処世訓 》

＂人の世は山坂多い旅の道＂

還 暦 （６０歳） とんでもないよと追い返せ
古 希 （７０歳） まだまだ若いと突っ放せ
喜 寿 （７７歳） せくな老楽これからよ
傘 寿 （８０歳） なんのまだまだ役に立つ
米 寿 （８８歳） もう少しお米を食べてから
卒 寿 （９０歳） 歳に卒業はないはずよ
白 寿 （９９歳） 百歳のお祝いがすむまでは
茶 寿 （１０８歳） まだまだお茶が飲みたいな
皇 寿 （１１１歳） そろそろゆずるか日本一

我が家のピーちゃん


